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脱炭素投資促進と⾦融緩和の副作⽤抑制を狙った⼀⽯⼆⿃の政策

中国が脱炭素関連向けに⼤幅な「利下げ」
脱炭素関連企業の投資増加に向け、⾦融⾯での⼟台を築く

2021年11⽉12⽇

11⽇8⽇、中国⼈⺠銀⾏（以下、中銀）は新たな流動性供給ツールを発表しました。脱炭素関連企業向
けの優遇⾦利の適⽤で、的を絞った⼤幅な「利下げ」ともいえるものです。対象分野としては、クリーン
エネルギー、省エネと環境保護、炭素排出削減の3つが挙げられています。

今回発表の流動性供給ツールには、2つの特徴があります。1点⽬は「利下げ」で、企業向けと銀⾏向け
があります。まず企業向けですが、銀⾏が今後脱炭素関連企業に貸出を⾏う際、現在3.85％の1年最優遇
貸出⾦利（LPR）並みの⾦利で貸出を⾏うことが定められました。⼀般的な貸出⾦利の加重平均は現在
5.2％なので、⼤幅に優遇された⾦利といえます【図1】。次に銀⾏向けですが、貸出額の60％に対して中
銀が1.75％の⾦利で流動性供給を⾏うことです。これは銀⾏の市場での資⾦調達⾦利を⼤きく下回る⽔準
です【図2】。この結果、銀⾏は約2％ポイントの利ザヤを確保できるため、脱炭素関連企業への貸出意欲
が⼀段と⾼まると期待されます。2点⽬は、銀⾏が先に貸出を⾏ってから中銀が流動性供給を⾏うという
⼿順が決まっていること（「先貸後借」）と、その際、貸出について脱炭素の効果なども含め、中銀への
報告が求められていることです。これらにより低⾦利のマネーが確実に脱炭素関連企業の実需に向かい、
⾦融市場でバブルを引き起こす副作⽤を抑制する効果が期待されます。

今後、政府は各産業の脱炭素に向けた具体策を順次発表する予定です。中銀の今回の発表は脱炭素に向
けた⾦融⾯での⼟台と考えられ、脱炭素投資を⼒強く後押しすると期待されます。
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（出所）中国⼈⺠銀⾏

（ 2016年初〜 2021年11⽉11⽇）

図2 中銀の流動性供給ツールの⾦利図1 企業向け貸出⾦利の状況

（出所）中国⼈⺠銀⾏、中国全国銀⾏間取引センター

（1年最優遇貸出⾦利︓2019年1⽉〜 2021年10⽉）
（加重平均貸出⾦利︓2019年1-3⽉期〜2021年4-6⽉期）
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